
1m1m級アンテナを用いた基線場検定用級アンテナを用いた基線場検定用VLBIVLBIシステムの開発状況システムの開発状況
石井敦利石井敦利1,2,31,2,3，市川隆一，市川隆一11，瀧口博士，瀧口博士11，久保木裕充，久保木裕充11，小山泰弘，小山泰弘11，町田守人，町田守人22，大内裕司，大内裕司44

1.1.情報通信研究機構，情報通信研究機構，2.2.国土地理院，国土地理院，3.3.（株）エイ・イー・エス，（株）エイ・イー・エス，4.4.アンリツ（株）アンリツ（株）

はじめにはじめに

基線場検定用基線場検定用VLBIVLBIシステムは、情報通信研究機構システムは、情報通信研究機構(NICT)(NICT)と国土地理院が共同で開発を進と国土地理院が共同で開発を進
めている開口直径めている開口直径1.6m1.6m程度の小型パラボラアンテナを用いた測地程度の小型パラボラアンテナを用いた測地VLBIVLBI観測装置である。この観測装置である。この
VLBIVLBIシステムは、測量用システムは、測量用GPSGPS検定のための長距離比較基線場の距離を、検定のための長距離比較基線場の距離を、VLBIVLBIの技術を用いの技術を用い
て精密に計測し基線場自体の検定を行うことを目指している。て精密に計測し基線場自体の検定を行うことを目指している。

今後の課題と予定今後の課題と予定

・公共測量に供する・公共測量に供するGPSGPS測量機の検定を行う測量機の検定を行う

・長距離・長距離(10km)(10km)比較基線場自体の検定比較基線場自体の検定((改測改測))ははGPSGPSのみで行っているのみで行っている

比較基線場検定用比較基線場検定用VLBIVLBIシステムシステム

長距離比較基線場（つくば）長距離比較基線場（つくば）

～～10km10km

～～10km10km

構成要素の評価構成要素の評価

ττg1g1

ττg2g2

ττg3g3

・大型アンテナ局－小型アンテナ局間の群遅延・大型アンテナ局－小型アンテナ局間の群遅延

ττg1g1,,ττg2g2を観測し間接的に小型アンテナ局間のを観測し間接的に小型アンテナ局間の

群遅延を求める。群遅延を求める。

ττg3g3 ＝＝ττg2g2 －－ ττg1g1

小型アンテナ小型アンテナ試作試作11号機号機の仕様の仕様

FrontFront--fed parabolafed parabolaAntenna typeAntenna type

55°°／／secsecDriving speedDriving speed

S/XS/X--bandbandReceiving frequencyReceiving frequency

＜＜880kg  for 1unit0kg  for 1unitWeightWeight

AzAz--El mountEl mountMount stileMount stile

1.65m1.65mDiameter of Diameter of aantennantenna

主鏡の直径：主鏡の直径：1.6m1.6m
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GPSGPSアンテナアンテナ

フリンジテストフリンジテスト

給電アンテナ給電アンテナ((クワッドリッジホーンアンテナクワッドリッジホーンアンテナ = QRHA)= QRHA)

ETSETS・・LINDGREN 3164LINDGREN 3164--0505

・・ Frequency range : 2Frequency range : 2～～18GH18GHｚｚ

・・ Dual linear polarized antennaDual linear polarized antenna
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アンテナパターン測定結果アンテナパターン測定結果

CARAVAN2400CARAVAN2400の改造の改造

・今年度中に製作予定・今年度中に製作予定

BeforeBefore

XX--bandband，，CassegrainCassegrain antennaantenna

AfterAfter

S/XS/X--bandband，，FrontFront--fed parabola antennafed parabola antenna

QRHA & FrontQRHA & Front--endendRemodeled DCRemodeled DC

Source : 3C84  Source : 3C84  

2007/12/05 05:47:10UT2007/12/05 05:47:10UT

鹿島鹿島34m 34m ‒‒ 改造改造CARAVAN2400CARAVAN2400

First fringe observed at SFirst fringe observed at S--band ! band ! 

周波数標準周波数標準 CsCsガスセル発振器ガスセル発振器

109337424.10109337424.10

±±1.171.17

3232982/1049982/1049K07116(2007.6.15)K07116(2007.6.15)

周波数標準周波数標準:H:H--masermaser

109337422.58109337422.58

±±1.261.26

39391054/10881054/1088CS7200CS7200（（2007.7.19)2007.7.19)

周波数標準周波数標準::CsGasCellCsGasCell

Baseline LengthBaseline Length

(mm)(mm)

RMS residualRMS residual

((psecpsec))

＃＃ of  Observationsof  Observations

(Used/All)(Used/All)

DateDate

測地測地VLBIVLBI実験を行い評価実験を行い評価 小金井小金井11m 11m –– 鹿島鹿島34m 34m 基線基線

実験結果：水素メーザーによる実験と基線長はほぼ一致実験結果：水素メーザーによる実験と基線長はほぼ一致

・改造・改造CARAVAN2400CARAVAN2400による測地による測地VLBIVLBI実験（実験（QRHAQRHA、受信機の評価）、受信機の評価）

・試作・試作11号機の製作、性能評価号機の製作、性能評価

・大型アンテナ局・大型アンテナ局 ‒‒ 小型アンテナ局で小型アンテナ局でVLBIVLBI観測を行い間接的に小型アンテナ観測を行い間接的に小型アンテナ

局間の群遅延を求める手法の検証局間の群遅延を求める手法の検証


